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研究成果の概要（和文）：本研究では、認知現象学を理論的支柱として、心についての自然化の方途を拡充深化
することを目指した。以上の目的を達成するための具体的な研究対象として、主に人の心的状態や心的傾向が表
情や動作にどの程度表出し、それを他者が捉えることができるか、という点に焦点をあてて実験的な検証を行っ
た。その際、その表出は一般的であるのか、それを読み取る技能は習得可能なものであるのか、という点に注目
した。得られた成果として、一定の経験を積むことによってそうした技能は向上していくことが明らかにされ
た。これによって、身体的心的技能に関する記述的研究とそれを数量化する研究とを融合する統合的なモデルを
提示することができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, I aimed to develop a way of naturalizing the human mind, 
methodologically based on cognitive phenomenology. For that purpose, I focused on the mental state 
and the characteristic disposition manifested in facial expressions and bodily behavior. I 
empirically tested to what extent those manifestations could be grasped by others, whether the skill
 of deciphering them is learnable, and whether the mode of manifestation is of generality. The 
experiment showed that the skill of reading mental states and characteristic dispositions can be, to
 a certain extent, improved by experience. This research project presented an integrative model of 
merging a descriptive study and a quantitative study about mental and bodily skills.

研究分野：哲学
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１．研究開始当初の背景 
二十世紀後半に始まった科学上の飛躍の
ひとつは、心の総合科学としての認知科学の
勃興だといえる。これによって、心の自然化
は急速に進んだかにみえる。認知科学は、心
を探究する方法論を科学的に洗練し、得られ
るデータを数量的に抽象化することによっ
て、研究の客観性や再現性を高いレベルで実
現しているからである。ちなみに、一般的に
は、心の自然化とは「脳をその枢要な一部と
する身体の物理状態に心的状態を還元する
こと」と定式化できる。 
だが、この新しい科学をもってしても、心
についての日常的な理解を詳らかにし、その
質的様相を解明し尽くす見通しは未だ立っ
ていない。つまり、心には従来の意味での自
然化を拒む難しい領域が残るのであり、身体
を物質状態の集積として捉える、という手法
ではこうした難問を乗り越えることはでき
ない。これが研究代表者の見解である。 
しかし他方では、従来の哲学的・概念的思
弁だけでは心に関するトータルな解明など
得られない。これは、認知科学の勃興以降、
衆目の一致するところとなっている。そこで、
上記の問題に一定の解答を与えるためには、
心の質的側面を可能な限り救いつつ、心につ
いての客観的解明に到達するための新たな
自然化の方途が必要となる。換言すれば、現
象学の具体的で概念的に精緻な記述を認知
科学の実験研究に理論的に応用する、という
方法論的観点が採用されねばならない。それ
には、記述学である現象学と認知科学を融合
する方法論や実験パラダイムの構築が必要
となる。 
この実験パラダイムの鍵となるのが、身体
を認知科学の対象としつつも、物理状態の集
積とは捉えない、という心と認識論の自然化
に関する新たな視座である。本研究は、過去
に遂行した「身体動作の認知現象学――心の
科学の方法論的拡張を目指して」の基本構想
を拡充し深化させることを目的としている。
この研究では、人の心的状態や心的傾向が身
体動作や表情に表出する可能性の探究と、他
者がそれらを観察したときその人の心の内
部がどの程度理解可能になるのか、そうした
表出には何らかの一般性があり、マインド・
リードは技能として習得可能なものなのか、
という課題をテーマの一つにかかげ、現象学
的・認知科学的解明を目指してきた。以上が、
本研究の学術的背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、認知現象学を理論的支柱
として、心についての自然化の方途を拡充深
化することである。認知現象学とは、現象学
的記述学と認知科学の実験科学の方法を融
合させ、心的現象をトータルに記述、分析す
る新たな自然化の試みである。現象学の本領
は心の自然化を排除するところにあるが、新
たな自然化は、心を身体の物理状態に還元す

ることではなく、身体を物理状態の集積でも
あり、意味の集積でもあると捉えることから
始まる。これは、身体を心の顕現とみる現象
学の認知科学的展開であり、認知科学の現象
学化である。 
本研究の目的を大局的に述べれば、心につ
いての反省的、質的記述と科学的、数量化的
分析を融合することで、近代以降の心の内部
と心の外部の分離を埋め、人間をトータルに
捉える基盤を提供することだと言える。 
 
３．研究の方法 
(1) 従来の現象学的方法と自然科学の実験
的方法の融合をはかるために、エスノメソド
ロジー、スキルサイエンス、質的心理学など
の研究を検討し、現象学の概念との比較対質
を測りつつ、方法論の構築を目指した。後者
の研究については、身体論、自我論、他者論、
空間論、志向性等を扱った現象学の古典的著
作とその後の展開研究との比較体質を詳細
なテクスト・クリティークを通じて遂行した。
さらに、マインドリーディングに関する心理
学的研究やバイオメカニクスの研究方法も
参照する。これらに基づいて、身体動作と心
的状態や心的傾向とをコンシステントに記
述可能なターミノロジーと概念の構築を試
みた。 
(2) 以上の概念的・哲学的研究方法に加えて、
二つの実験パラダイムの構築を行った。一般
の被験者たち数百人程度に心的傾向に関わ
る二つのアンケート調査を行う（これらは簡
易なものなので、無償でお願いする）。一つ
は、「状態特性怒り表出尺度目録(STAXI)」を
用いたもので、その人たちの中から、怒りを
表出する傾向にある者のグループ（高
Anger-Out かつ低 Anger-In 群）と怒りをもた
ない傾向にある者のグループ（低 Anger-Out
かつ低 Anger-In群）とを抽出する。Anger-Out
とは怒りを表に表す心的傾向であり、
Anger-In とは怒りを内に秘める心的傾向で
ある。これらの傾向が低ければ、怒り自体を
あまりもたない、ないしはもっても持続しな
い、と理解できる。もう一つは、「一次性・
二次性サイコパシー尺度(PSPS)の日本語翻
訳版」を用いたもので、サイコパシー傾向の
強い群を抽出する。サイコパシーとは、冷酷
性、希薄な感情、利己性、無責任、衝動性、
表面的魅力などの特徴を有する人格と定義
される。さらに、「高 Anger-Out かつ低
Anger-In 群」かつ「強いサイコパシー群」に
該当する被験者を抽出する。それぞれ、標準
偏差で１を超える被験者のなかから各2名程
度、計 6名を抽出し、指定した作業課題を行
ってもらい、その様子をビデオ撮影した。作
業課題としては、作業場面が設定しやすいこ
と、工程が秩序だって明確であること、多様
な身体動作が観察しやすこと、といった特性
をもつものを選択した。被験者とそこから抽
出された作業者らには、研究概要、個人情報
の厳守（研究への匿名での利用）、研究協力



者の権利を説明し、書面にて協力の同意を得
た。 
(3) 上記で作成した実験パラダイムに基づ
いて実験を遂行した。手順としては、観察者
（作業療法士とコントロール群として一般
の人々）に作成した作業課題のビデオをみせ、
各被験者（作業者）がどのグループに属する
かを判断してもらい、正答数と作業療法士の
年齢、正答数と作業療法士としての経験年数
との間の相関を調べた。結果として期待され
るのは、経験年数の多い作業療法士が作業者
の身体動作からその心的性格を捉える力を
より多くもつということであった。観察者に
は、心的状態、心的傾向を把握する上で特徴
的であった作業者の身体動作について詳細
に記述してもらい（録音、録画、筆記として
データを収集する）、概念的・哲学的研究で
の成果を踏まえて分析した。この実験でも、
書面で協力の同意を得た。記述データについ
ては、 The Assessment of Motor and 
Process Skillsを用いて解析を行った。映像
データ、言語による記述データ、数量化した
データを比較対質し、心的状態、心的傾向と
身体動作との対応関係、記述の一般性につい
て、概念的な研究成果を踏まえて分析し、身
体動作を媒介にした心について総合的な記
述を試みた。 
(4) 二つ目の実験として、アスリートの技能
に関する実験パラダイムを構築し遂行した。
サッカー経験者に、指定した試技（グラウン
ダーのパスを利き足でコントロールし、利き
足のインステップでシュートを打つ、という
典型的で明確な一連の動作）を行ってもらい、
それをビデオカメラ複数台で撮影した。各被
験者には、自分の試技の映像を繰り返しみて
もらい、自分の技能についてできるだけ詳細
に言葉で記述してもらった。これに加えて、
12 人の競技者を 4 人ずつの 3 組にわけて、1
セット 5分、12 セットのミニサッカーをして
もらい、ピッチの各辺の中央にカメラを設置
して撮影する（HDR 映像で 1秒間に 60フレー
ム）。全ゴール・シーンから各チーム 3 本ず
つを選択し、ゴールに至るまでの直前 5秒程
度の映像を抽出した（1 シーンについて 4 台
のカメラで撮影した 4 つの映像がある）。選
択の基準は、ゴールに至るまでより多くの選
手のパス交換があることとした。競技者に映
像を大型スクリーンで視聴し、自分の動作、
技能を中心に詳細に記述してもらう。その際、
ゴールに至るまでの効果的なプレーに注目
してもらった。身体動作を自己反省的に捉え
るこの第二の実験と、身体動作を通じて心的
状態、傾向を観察者の視点から捉える第一の
実験とは相補的な関係にある。第二の実験に
おける身体動作についての主観的記述は、身
体動作についての記述であると同時に、心の
内部についての記述でもある、つまり、身体
動作をどう捉えているか、という内部的視点
がそこに含意されているからである。 
 

４．研究成果 
(1) 2013 年度：本研究は、心の質的側面を可
能な限り救いつつ、心についての客観的解明
に到達するための新たな自然化の方途の構
築を目指していた。換言すれば、現象学の具
体的で概念的に精緻な記述を認知科学の実
験研究に理論的に応用する、という方法論的
観点を採用することである。それには、記述
学である現象学と認知科学を統合する方法
論や実験パラダイムの構築が必要となる。こ
の点を念頭に置きつつ、現象学の自然化とい
う 観 点 か ら 論 文 "The Problem of 
"Naturalizing" Phenomenology: A 
Radiologist Case"（国際共著、2014 年 3月）
を発表した。本研究は事例研究という側面も
もつが、主として、従来の哲学的・概念的方
法を探求することによって、フッサール現象
学の自然化可能性を探った。 国際学会での
発表、"On the Archaeology of the Body"(2014
年 3 月)では、現象学的身体論の観点から人
工知能やロボティクス研究の理論的背景を
明らかにした。これら二つを通じて、現象学
と認知科学の統合としての認知現象学の構
築に理論的背景の一部を与えた。 
(2) 2014 年度：本年度は昨年度より着手して
いた、認知現象学の方法論的概念的研究に加
えて、その具体的な応用研究の成果の一部を
発表した。論文集、The Evolution of Social 
Communication in Primates（国際共著）で
は、他者の心的傾向性や心的状態を表情や身
体動作を通じてどの程度理解できるか、また
その能力は経験的に改良されていくのか、と
いった観点から行った実験的研究の成果を
紹介しつつ、得られたデータの現象学的解明
を行った。論文"Mediated Mind"は、先の研
究を補う研究となっている。学会発表「皮膚
-感覚の現象学」は、現象学的空間論と自我
論を現代的文脈のなかに置き直して展開さ
せたもので、現象学の自然化の可能性と不可
能性をめぐる概念的な探求となっている。 
(3) 2015-2016 年度：本研究は、元来、2013
年度から 2015 年度までの計画であったが、
諸般の事情により 1年間の延長を行った。こ
の 2年間は、認知現象学の応用研究に主眼を
おいて成果発表を行ってきた。論文集、The 
Evolution of Social Communication in 
Primates（国際共著）では、スポーツ空間の
ヴァーチャル性について、現象学的空間論と
身体論を使って論究した。その際、サッカー
経験者を被験者として積み上げてきた実験
的データを参照して、身体技能とゲーム空間
の関係という観点から、認知現象学的な分析
を行った。論文「心的傾向性の予測とその根
拠となる身体動作について――リハビリテ
ーションにおける観察の問題」と「作業療法
士の観察から得られた言語データと評価の
道筋」では、作業療法士を被験者とした研究
データを用いて、マインドリーディングの能
力の学習可能性について分析した。とくに、
被験者から得られた記述的データの統計的



な分析を通じて、そうした能力の獲得に資す
るための一般的な記述言語が可能であるこ
とが示唆された。論文"The AR glasses' 
"non-neutrality": their knock-on effects 
on the subject and on the giveness of the 
object"（国際共著）では、拡張現実空間に
ついての認知現象学的分析を行った。 
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